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〔
８
月
７
日
〕
都
議
会
自
民
党
各

種
団
体
協
議
会　
常
任
世
話
人
会

〔
８
月
19
日
〕
都
議
会
自
民
党
、

立
憲
民
主
党
・
民
主
ク
ラ
ブ　
令

和
２
年
度
東
京
都
予
算
に
対
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ

〔
９
月
３
日
〕
第
１
１
０
回
理
事

会〔
９
月
11
日
〕
太
田
あ
き
ひ
ろ　

２
０
１
９
政
経
セ
ミ
ナ
ー

〔
10
月
２
日
〕
自
民
党
東
京
都
支

部
連
合
会　
令
和
２
年
度
国
家
予

算
・
税
制
改
正
等
要
望
聴
取
会

長
が
７
月
３
日
、
東
京
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
に
諮
問
、
同
審
議

会
が
８
月
５
日
、
現
行
の
時
間

額
９
８
５
円
を
28
円
引
き
上
げ
て

１
０
１
３
円
（
引
上
率
２
・
84
％
）

に
改
正
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
の
答
申
を
行
っ
た
。
東
京
労
働

局
長
は
、
こ
れ
を
受
け
、
所
要
の

手
続
き
を
経
て
決
定
し
、
官
報
公

示
を
行
っ
て
発
効
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
近
隣
各
県
に
お
け
る
最

低
賃
金
は
、
埼
玉
９
２
６
円
（
引

上
額
28
円
）、
千
葉
９
２
３
円
（
同

28
円
）、
神
奈
川
１
０
１
１
円
（
同

28
円
）、山
梨
８
３
７
円
（
同
27
円
）

に
改
正
さ
れ
た
。

　
東
京
都
最
低
賃
金
は
、
都
内
の

事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

と
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
。
常
用・

臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
の
属
性
、
性
、
国
籍
、

年
齢
の
区
別
な
く
適
用
さ
れ
、
使

用
者
は
労
働
者
に
対
し
て
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
違
反
し
た
場
合
、

「
最
低
賃
金
法
」
違
反
と
し
て
罰

則
の
対
象
と
な
る
。

　

な
お
、「
精
皆
勤
手
当
、
通
勤

手
当
及
び
家
族
手
当
」「
臨
時
に

支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結
婚
手
当
な

ど
）」「
１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
な

ど
）」「
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働

東
京
ビ
ル

政
連
の
動
き

令
和
元
年
８
月
〜
10
月
の
動
き

　

宇
田
川
聡
史
会
長
は
、「
先
日

も
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
な
か
で
お
伺
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

限
ら
れ
た
時
間
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
日
は
も
っ
と
詳
細
な
こ
と

を
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
一
つ
ひ
と
つ
要
望
実
現
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
」
と
挨
拶
。
入
札
契
約
制
度
の

改
革
に
つ
い
て
は
、「
当
然
、
一

朝
一
夕
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
つ
ひ
と
つ
、
皆
さ

ん
の
実
情
を
し
っ
か
り
お
伺
い
し

て
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
表
明
し
た
。

　
続
い
て
髙
島
直
樹
顧
問
が
、「
宇

田
川
会
長
の
も
と
で
、
業
界
の
皆

様
方
と
い
ろ
い
ろ
な
意
見
交
換
を

し
て
、
実
り
あ
る
姿
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
皆
様
方
に
は
、
変

わ
ら
ぬ
信
頼
関
係
の
も
と
、
ご
支

援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
是
非
、
き
ち
ん

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
、「
先
日

提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
要

望
内
容
を
中
心
に
、
本
日
は
実
り

あ
る
意
見
交
換
会
と
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
く
し
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

語
っ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
ま
ず
横
田
英

雄
幹
事
長
が
、「
今
回
改
正
さ
れ

た
品
確
法
の
趣
旨
が
、
来
年
度
予

算
、
制
度
等
に
反
映
さ
れ
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
し
た
い
」

と
述
べ
た
あ
と
、
要
望
内
容
に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
説
明
。
特
に
、

年
度
途
中
で
の
最
低
賃
金
ア
ッ
プ

へ
の
対
応
に
つ
い
て
強
調
。

　
「
ご
承
知
の
よ
う
に
、
10
月
１

日
か
ら
東
京
都
は
１
０
１
３
円
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
関
し

て
は
、
厳
し
い
壁
が
あ
る
の
は
十

分
承
知
し
て
い
る
の
で
す
が
、
何

と
か
工
事
並
み
の
ス
ラ
イ
ド
条
項

適
用
に
な
る
よ
う
な
か
た
ち
に
し

て
い
た
だ
け
な
い
か
。
昔
は
ア
ッ

プ
率
は
１
円
と
か
２
円
と
か
で
し

た
が
、
こ
こ
へ
き
て
１
年
で
３
％

弱
上
が
っ
て
お
り
ま
す
」
と
訴
え
、

複
数
年
契
約
の
案
件
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
予
算
の
積
算
に
当
た
っ
て

は
「
最
低
賃
金
の
年
度
途
中
の
引

き
上
げ
等
も
見
込
ん
だ
適
正
な
予

定
価
格
の
設
定
」、
旧
労
務
単
価

に
基
づ
い
て
積
算
し
た
案
件
に
つ

い
て
は
「
新
労
務
単
価
へ
の
契
約

変
更
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
要
望
を
強
く
訴
え
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｖ
で
の
入
札
参

加
に
つ
い
て
の
検
討
や
、
障
害
者

雇
用
率
に
伴
う
指
名
参
加
の
加
点

の
件
、
社
会
保
険
の
加
入
状
況
の

確
認
、
障
害
者
雇
用
の
促
進
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。
各
要
望
事
項
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
忌
憚
の
な
い

意
見
を
交
換
し
た
。

　
最
後
に
鈴
木
章
浩
幹
事
が
、「
有

意
義
な
時
間
の
な
か
で
意
見
交
換

が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
お

仕
事
が
都
政
前
進
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
今
日
の

話
し
合
い
の
な
か
で
、
さ
ら
に
皆

様
が
ど
ん
な
に
歯
を
食
い
し
ば
っ

て
都
政
の
前
進
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
十
分
伝

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
気

持
ち
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

宇
田
川
会
長
が
中
心
と
な
っ
て
、

私
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
030円 016円 013円 019円 019円 019円引上額

時間額 821円 837円 850円 869円 888円 907円

平成 28年
025円
932円

平成 29年
026円
958円

平成 30年
027円
985円

令和元年
028円
1,013円

東京都の最賃28円引き上げ

時間額 1,013 円に改正

及
び
深
夜
労
働
の
手
当
」
に
つ
い

て
は
、
最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
な

い
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
の
環
境
整
備
を
図
る
た

め
、「
業
務
改
善
助
成
金
」「
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
賃
金
規
定

等
改
定
コ
ー
ス
）」「
人
材
確
保
等

支
援
助
成
金
」
な
ど
の
支
援
を
実

施
。
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
に

は
、
人
事
評
価
改
善
等
助
成
コ
ー

ス
と
設
備
改
善
等
支
援
コ
ー
ス
が

あ
る
。

　

ま
た
、
東
京
労
働
局
委
託
事

業
と
し
て
、「
東
京
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
電
話

０
１
２
０
‐
２
３
２
‐
８
６
５
）

を
開
設
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

専
門
家
に
よ
る
相
談
対
応
や
出
張

相
談
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

　
東
京
労
働
局
長
は
、
東
京
都
最

低
賃
金
を
28
円
引
き
上
げ
、
時
間

額
１
０
１
３
円
に
改
正
す
る
こ

と
を
決
定
、
８
月
30
日
に
官
報
公

示
を
行
い
、
10
月
１
日
に
効
力
が

発
生
し
た
。
東
京
都
最
低
賃
金
の

改
正
に
つ
い
て
は
、
東
京
労
働
局

自民党ＢＭ政策研究会と意見交換要望実現に向け！

　

東
京
ビ
ル
政
連
と
都
議
会

自
由
民
主
党
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
振
興
政
策
研
究
会

は
、
令
和
元
年
10
月
４
日
、

都
議
会
議
会
堂
の
自
民
党
総

会
室
に
お
い
て
意
見
交
換
会

を
開
催
。
小
宮
あ
ん
り
事
務

局
長
の
進
行
に
よ
り
、「
令

和
２
年
度
東
京
都
予
算
に
対

す
る
要
望
」
の
実
現
に
向
け

て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
令
和
元
年
９
月
27
日
付
で
、
各
省
庁
会
計
担
当
課
長
お
よ
び
各
都

道
府
県
契
約
担
当
課
長
宛
て
に
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
発
注
に
係
る
地
域
別

最
低
賃
金
額
の
改
定
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知
を
発
出
し
た
。

　

平
成
27
年
度
に
発
行
さ
れ
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
発
注
に
お
い
て
は
、「
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
係
る
発
注
関
係
事
務
の
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
十
分
な
理
解
と
適
切
な
対
応
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
最

低
賃
金
に
関
係
す
る
事
項
と
し
て
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
最
低
賃

金
制
度
（
最
低
賃
金
額
の
改
定
等
も
含
む
）
に
つ
い
て
十
分
周
知
を
す
る
こ
と
、
各

発
注
者
は
最
低
賃
金
額
の
改
定
等
を
注
視
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
代

金
の
額
の
変
更
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
強
調
。

　

さ
ら
に
、
昨
今
の
最
低
賃
金
を
巡
る
動
向
と
し
て
、「
最
低
賃
金
に
係
る
政
府
方
針
」

と
「
令
和
元
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金
額
」
に
つ
い
て
記
載
。
本
通
知
の
趣
旨
の
周

知
徹
底
を
求
め
た
。

厚生労働省

「最低賃金」周知で通知


